
下記「自ら作成記入した書類に関する事項」

相続税の申告書、土地及び土地の上に存する権利 　原戸籍、全部事項証明、住民票除票、住民票、令和6年度固定資産課税台

の評価証明書、家屋の評価証明書ほか。 帳・補充課税台帳登録事項証明書、令和6年度課税資産明細書、登記情報、

公図、住宅地図、路線価図、保険金お支払手続き完了のご通知、株式残高証

明書、有価証券売買契約書、投資信託残高証明書、残高証明書、預金の未払

い利息計算書、預金通帳、車両下取り価格参考書、後期高齢者医療高額療養

費支給決定通知書、過誤納金還付通知書、令和6年度固定資産税・都市計画

税納税通知書、入院診療費領収証、葬儀代請求書、領収証ほか。

税 理 士 又 は

税 理 士 法 人

氏 名 又 は 名 称

事務所の所在地

書 面 作 成 に

係 る 税 理 士

氏 　 　 　 名

事務所の所在地

所属税理士会等

税 務 代 理 権 限 証 書 の 提 出

氏 名 又 は 名 称

依 頼 者
住所又は事務所

の 所 在 地

電話

税理士会 支部 登録番号 号

有（ ） ・ 無

私（当法人）が申告書の作成に関し、計算し、整理し、又は相談に応じた事項は、下記の

１から５までに掲げる事項であります。

２　自ら作成記入した書類等に関する事項

整理するために用いたものに限る。）の名称
左記の書類等以外の書類等

書 類 等 の 名 称

１ 　 提 示 を 受 け た 書 類 等 に 関 す る 事 項

電話

電話

※整理番号

※ 事 務

処 理 欄

部門 業種 意見聴取連絡事績

年 月 日 税 理 士 名 通知年月日 予定年月日

事前通知等事績

・ ・ ・ ・ ・ ・

第

受
付

印

殿

年 月 日

相続税の場合

被相続人の氏名

被相続人の住所

書類等（申告書の作成に関し、計算し、又は

作成記入の基礎となった書類等

上尾市上町一丁目１番１５号
市川ビル５階

税理士法人キャンバス

   048－ 778－2585

２－２０３号　富士見団地

相続人の代表  加藤　光子

   048－ 778－2585

相続税

上尾市富士見二丁目５番

申告書の作成に関する計算事項等記載書面（資）

相続税

申告書（ 年分・

048   －771 －9014

上尾市上町一丁目１番１５号
市川ビル５階

関東信越 上尾 85031

税理士

期限内

33の2①

）に係る令和 6年10月13日 相続開始分

上尾　税務署長

7 8 13令和

（１／５）

( )

加藤　道樹

上尾市富士見二丁目５番２－２０３号　
富士見団地

資



土地 　被相続人所有の土地は令和6年度課税資産明細書、登記情報、及び相 令和6年度固定資産課税台

続人からのヒアリングにより特定しました。 帳・補充課税台帳登録事項

　①　上尾市富士見二丁目３６番２及び３６番３ 証明書

　　　被相続人の自宅として利用されていた団地の敷地で、一体評価を 令和6年度課税資産明細書

　　しています。四路線に面する宅地で、不整形地には該当しないもの 登記情報

　　として評価を行っています。なお、以下の要件を満たす（別紙「地 公図

　　積規模の大きな宅地の評価」の適用要件チェックシート参照）こと 住宅地図

　　から地積規模の大きな宅地の評価を適用しています。 路線価図

　　　また、当該宅地は、遺産分割協議により相続人江森澄恵氏と同中

　　村美智代氏が共有にて相続することとなり要件を満たさないため、

　　小規模宅地等の特例の適用は行っていません。

　②　上尾市富士見二丁目７０番１４、２０番８２及び３０番３４

　　　上尾富士見団地に所在する駐車場であり一体評価をしています。

　　団地の所有者が共有で所有しています。被相続人の持分割合を乗　

　　じた金額を評価額としています。三路線に面する宅地で不整形地該

　　当することから不整形地補正を行っています。なお、以下の要件を

　　満たす（別紙「地積規模の大きな宅地の評価」の適用要件チェック

　　シート参照）ことから地積規模の大きな宅地の評価を適用していま

　　す。また、当該敷地の北東側道路は路線価が115,000円と110,000円

　　の2種類設定されているため、加重平均調整を行っています。

　③　上記以外の土地

　　　上尾富士見団地に所在する駐車場及び公園等の団地の所有者が利

　　用する土地を共有で所有しています。利用単位ごとに評価し、被相

　　続人の持分割合を乗じた金額を評価額としています。

　　　なお、下記については以下の要件を満たす（別紙「地積規模の大

　　きな宅地の評価」の適用要件チェックシート参照）ことから地積規

　　模の大きな宅地の評価を適用しています。

　　・上尾市富士見一丁目３８０番９４、３８０番９５、４８０番６５

　　　及び４８０番６６

　　・上尾市富士見二丁目３６番４

　　・上尾市富士見二丁目２０番８３

　　・上尾市富士見二丁目２６０番８

　　・上尾市富士見二丁目２６０番９　

該当ありません。

計 算 し 、 整 理 し た 主 な 事 項３

区 分 事 項 備 考

( )１

( )２

( )１ のうち個別的・特徴的な事項 備 考

※整理番号

（２／５）



家屋 ①　上尾市富士見二丁目３６番地３ 令和6年度固定資産課税台

　　イ　家屋番号：３６番３の９ 帳・補充課税台帳登録事項証明書

　　　　上記①の土地の上に存する団地の1室で、被相続 令和6年度課税資産明細書

　　　人の自宅建物として利用されていました。固定資産 登記情報

　　　税評価額により評価をしています。

　　ロ　家屋番号：３６番３の１５

　　　　上記①の土地の上に存する団地の1室で、相続人

　　　中村美智代氏の自宅建物として利用されています。

　　　固定資産税評価額により評価をしています。

有価証券 　相続人江森澄恵氏より、被相続人が勤務先の株式（非上 株式残高証明書

場株式）を保有していたが、相続開始後に売却した旨の申 有価証券売買契約書

し出がありました。

　これを受け、相続開始後に売却されたものであっても、

相続開始日時点において被相続人が保有していた株式につ

いては、相続財産に計上する必要がある旨を相続人に説明

しました。

　その後、相続人より相続開始日時点の株式の単価および

購入時の取得価額等の情報を聴取するとともに、株式残高

証明書等の関連資料を収集・確認しました。

残高証明書の基準日が相続開始日とことなることから相続

人を通じ発行法人へ確認したところ相続開始日も同様であ

るとの回答がありました。

有価証券（続） 　また、所有株数すべてを相続開始後に残高証明書に記載

された金額で売却していることも考慮し、売却金額を時価

として評価額としています。

　その他、当該株式の売却益について、相続人江森澄恵氏

より確定申告の必要の有無の確認がありました。提示され

た資料をもとに、所得が発生する場合は申告が必要である

ことを説明しました。

預貯金 　相続開始時点の各金融機関の残高証明書を入手し、当該 残高証明書

証明書に記載された金額を相続財産へ計上しました。 預金の未払い利息計算書

　なお、被相続人の預貯金口座は５年程度確認しました。

その他の財産 　①　自動車 車両下取り価格参考書

　　　被相続人は、相続開始時点において自動車を所有し

　　ていましたが、相続開始後に当該車両は下取りに出さ

　　れております。

　　　そのため、実際の下取りに際して交付された書類を

　　入手し、下取り価格を当該自動車の評価額とし、相続

　　財産に計上しました。

　②　後期高齢者医療高額療養費 後期高齢者医療高額療養費支給決定

　　　市役所からの還付金通知により金額を確認し、相続 通知書

　　財産へ計上しました。

　③　市県民税過誤納金 過誤納金還付通知書

　　　上記②同様

追加記載する事項

追加記載する事項

＊

＊

※整理番号

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

３　計算し、整理した主な事項(1)

３　計算し、整理した主な事項(1)

区分

区分

事項 備考

事項 備考

（４／５）



その他の財産（続） 　④　自動車税過誤納金

　　　上記②同様

　⑤　金（５ｋｇ）

　　　相続人より、被相続人が金5kgを保有していたとの

　　申し出がありました。

　　　当該金地金は、被相続人が生前に退職金を用いて購

　　入したものであるとのことでした。

　　　なお、相続開始日が金の取引休業日に該当していた

　　ため、相続開始日前後の田中貴金属における1gあたり

　　の買取価格を調査し、その平均値をもって評価額を算

　　出し、相続財産に計上しました。

　⑥　家庭用財産一式

　　　相続人に対し家庭用動産についても相続財産へ計上

　　する必要があることを説明しました。

　　相続開始直近で購入している家電等はなく、特段高価

　　なものも所有していないとの回答がありました。上記

　　の状況を考慮し相続人と協議のうえで５万円を家庭用

　　財産として相続財産へ計上することとなりました。

債務・葬式費用 　①　債務 令和6年度固定資産税・都市計画

　　　相続開始後に相続人が支払いをした支出のうち相続 税納税通知書

　　開始時点で確定した被相続人が負担すべき金額を計上 入院診療費領収証

　　しました。

　

　②　葬式費用 葬儀代請求書

　　　お布施等の領収書が発行されていないものについて 領収証

　　は、相続人からのヒアリング及びメモに基づき計上し

　　ました。

相続財産について 　相続人江森澄恵氏に対し、相続人の財産は名義の移管に

かかわらず、すべて相続財産として計上する必要があるこ

とを説明しました。特に、名義預金について相続財産から

もれることが多いことも説明しました。これに対し、名義

預金に該当するものはないが、過去に贈与を受けていた旨

の申出がありました。当該贈与については相談事項参照。

追加記載する事項

追加記載する事項

＊

＊

※整理番号

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

３　計算し、整理した主な事項(1)

３　計算し、整理した主な事項(1)

区分

区分

事項 備考

事項 備考

（５／５）



相続税申告業務の受託について 　令和6年4月3日、相続人江森澄恵氏と初回面談を行いました。相続財産を確認したところ基礎

控除額を超える財産を所有していたため、相続税の申告が必要であることと同時に相続税の仕組

みについて説明し、相続税申告業務を受託しました。

　相続税申告業務受託後は、江森澄恵氏と３回程度面談を行いました。相続人加藤光子氏、中村

美智代氏とは直接お会いすることはありませんでしたが、江森澄恵氏を通じて進捗報告や意思確

認を行いました。

遺産分割協議について 　相続人江森澄恵氏から、初回面談時に遺産分割案の提示を受けました。当該分割案の税額を算

出したところ、二次相続を考慮して遺産分割を行いたいとの申し出がありました。これに対し遺

産分割案を複数提示し、相続人協議のもと遺産分割協議が成立しました。

代償金について 　相続人江森澄恵氏から、相続人加藤光子氏に対する立替金があるため、相続税の代償金から当

該立替金等を控除しても税務上問題がないかどうかについて相談を受けました。これに対し、相

続税の申告後に代償金の精算を行う際には、立替金の内容を整理し、具体的な内訳を記録として

残しておく必要があることを説明しました。

  以上の経緯により、遺産分割協議書に記載された代償金額と、実際の振込額とで相違が生じて

います。

生前贈与について 　相続人に対し、被相続人から過去に贈与を受けたことがある場合には相続税申告に影響する可

能性があるため、贈与がある場合には資料の提示をするよう依頼しました。これに対し相続人江

森澄恵氏より、被相続人から贈与を受けたことがある旨の回答を受けました。贈与確認書の提示

を受け、内容を確認し、被相続人の預金通帳とも照合しました。これを受け、相続開始前3年以

内の贈与については相続税の計算上、相続税の課税価格に加算する必要があることを説明しまし

た。

　なお、相続人以外への被相続人からの贈与も確認できましたが、贈与税の基礎控除以下で申告

不要もものでした。相続税申告への影響もないことを確認しました。

　預貯金については、相続人の協力により確認を行った結果、被相続人に帰属するものと考えられる預貯金は相

続財産として計上しました。 　

　申告書の作成に当たっては、ＴＫＣの相続税申告書作成システム及び国税庁作成の相続税申告のためのチェッ

クシートに基づき項目全般に渡り確認しました。 　

　依頼者は、書類の保管、提出状況も良好であり、申告書は法令の規定に則して作成しました。

　被相続人について、相続人江森澄恵氏に下記の通りヒアリングしました。

　１８歳から７２歳頃までお仕事をされていました。勤務先では役員を務めていたそうです。退職後は、趣味の

グランドゴルフや写真撮影会に参加をしていました。お金の無駄遣いはせず堅実な生活をしていたとのことでし

た。　

　２年ほど前に食道癌と診断され、１年後に手術も行いました。長期入院はせずにご自宅で療養されていました

が、検査入院後に体調を崩し、令和６年１０月１３日にお亡くなりになりました。

相談に応じた事項４

５ 総合所見

事 項 相 談 の 要 旨

※整理番号

その他６

（３／５）


